
夏
に
向
か
っ
て

施
設
長
　
澤
島
　
久
美
子

　

梅
雨
が
明
け
る
と
、
夏
が
来
ま
す
。

「
暑
い
だ
ろ
う
な
あ
」
と
想
像
す
る

だ
け
で
、
汗
が
出
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
花
火
や
ス
イ
カ
や
ひ
ま
わ
り
、

や
っ
ぱ
り
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

　

先
日
菊
川
の
ア
エ
ル
へ
常
葉
菊
川

高
校
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
に
、

利
用
者
さ
ん
二
人
と
出
か
け
ま
し
た
。

結
構
長
い
時
間
で
す
が
、
お
二
人
と

も
、
大
変
そ
う
な
様
子
も
見
せ
ず
と

て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
リ
ズ
ム
感

の
あ
る
曲
の
時
に
は
手
拍
子
を
し
た

り
、車
椅
子
を
た
た
い
て
拍
子
を
取
っ

て
い
ま
す
。
帰
り
道
ま
で
に
こ
に
こ

で
し
た
。

　

特
養
利
用
の
お
年
寄
り
の
姿
は
、

変
わ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
寝
た
き
り

の
方
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
す
。

の
ん
び
り
し
た
り
、
張
り
切
っ
た
り
、

役
割
を
感
じ
た
り
、
訓
練
し
て
で
き

る
こ
と
を
増
や
し
た
り
と
、
そ
れ
ぞ

れ
が
目
標
を
持
っ
て
生
活
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
お
手
伝
い
す
る
私
た

ち
も
、
目
標
を
持
っ
た
生
活
を
し
た

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
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徘
徊
で
き
る
街
づ
く
り

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
　
瀧
口
　
美
千
代

　

あ
る
日「
徘
徊
で
き
る
街
づ
く
り
」

と
聞
い
て
、
思
わ
ず
テ
レ
ビ
に
見

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
が
求
め

て
い
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
言
葉
で

す
。「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

ロ
バ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
、
認
知
症
の
方
を
地
域
で

支
え
る
と
い
う
言
葉
も
浸
透
し
て
き

ま
し
た
。

　

で
は
、
私
が
認
知
症
に
な
り
、
次

の
よ
う
な
症
状
が
出
て
き
て
も
私
の

思
う
よ
う
な
生
活
が
御
前
崎
で
出
来

る
で
し
ょ
う
か
？
次
に
出
て
来
る
主

人
公
の
『
私
』
は
、
そ
こ
か
し
こ
に

い
る
貴
女
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
『
私
』
は
、
こ
の
ご
ろ
物
忘
れ
を
す

る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
自
分

に
イ
ラ
イ
ラ
し
、
必
死
に
メ
モ
を
と

り
何
度
も
確
認
し
ま
す
。
そ
の
う
ち

に
、
メ
モ
し
た
手
帳
を
置
き
忘
れ
て

「
誰
か
が
い
じ
わ
る
し
た
」
と
、
夫
や

嫁
を
疑
い
ま
し
た
。「
手
帳
を
失
く

し
ち
ゃ
い
け
な
い
」
と
大
事
に
し
ま

い
、
し
ま
っ
た
場
所
を
忘
れ
「
ド
ロ

ボ
ー
が
入
っ
た
」
と
騒
ぎ
ま
し
た
。

忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
た
事
を
人
に
知
ら

れ
る
の
が
怖
く
て
、
人
の
集
ま
る
場

所
に
は
行
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
し
っ
か
り
し
ろ
」「
情
け
な
い
」

と
家
族
に
言
わ
れ
、
部
屋
に
閉
じ
こ

も
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
自
分
が

輝
い
て
い
た
頃
を
思
い
出
す
の
が
一

番
の
楽
し
み
で
す
。

　

あ
る
日
、
子
供
が
い
な
い
事
に
気

付
き
必
死
に
捜
し
ま
し
た
。
子
供
は

ま
だ
小
学
校
低
学
年
と
保
育
園
で
す
。

家
に
は
大
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
子
供

を
捜
し
に
外
を
歩
き
回
り
ま
し
た
。

　
『
私
』
は
保
護
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
私
』
は
目
的
が
あ
っ
て
歩
い
て

い
る
の
で
す
。
家
族
に
何
度
止
め
ら

れ
て
も
、
子
供
を
探
さ
な
け
れ
ば
心

配
で
す
。
不
安
で
す
。

　

テ
レ
ビ
で
み
た
「
徘
徊
で
き
る
街

づ
く
り
」
で
は
、
認
知
症
の
人
が
自

由
に
散
歩
（
徘
徊
）
し
て
い
ま
す
。

街
の
人
が
認
知
症
と
い
う
病
気
を
理

解
し
、
そ
の
人
が
何
を
必
要
と
し
て

い
る
か
を
察
し
て
く
れ
ま
す
。
小
さ

な
子
供
を
捜
し
て
い
る
人
に
は
、「
○

○
ち
ゃ
ん
、
も
う
家
に
帰
っ
た
よ
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
、
そ
の
人
は
安

心
し
て
家
に
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
穏

や
か
な
日
常
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

認
知
症
の
方
に
関
わ
る
時
、
ま
ず

ご
本
人
の
体
調
を
見
ま
す
。

　

食
事
や
水
分
は
足
り
て
い
る
か
。

便
秘
は
し
て
い
な
い
か
。
病
気
と
薬

の
副
作
用
は
な
い
か
。
次
に
、
そ
の

方
の
環
境
に
変
化
は
な
か
っ
た
か
を

確
認
し
ま
す
。
例
え
ば
、
最
近
知
り

合
い
の
不
幸
な
ど
で
寂
し
い
気
持
ち

に
な
っ
た
事
は
な
い
か
。
何
か
新
し

い
こ
と
が
起
き
な
か
っ
た
か
。
日
中

の
過
ご
し
方
は
ど
う
か
。
そ
れ
ら
を

み
て
改
善
策
を
考
え
、
提
案
し
ま
す
。

で
す
が
、
介
護
保
険
や
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
解
決
で
き
る
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
本
人
と
ご
家

族
の
生
活
継
続
が
厳
し
く
な
っ
て
い

く
の
を
、
側
で
一
緒
に
悩
む
し
か
な

い
時
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
徘
徊
で
き
る
街
づ
く
り
」
は
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
過
ご
せ
ま
す
。
認
知
症
を
支
え
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
も
私
た

ち
の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

『
こ
ち
ら
、
灯
光
園
居
宅
介
護 

支
援
事
業
所
で
す
』
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よ
く
噛
ん
で
楽
し
い
食
事
３ 

　

食
べ
る
楽
し
み
を
い
つ
ま
で

歯
科
衛
生
士
　
鈴
木
　
美
穂

　
「
人
生
最
後
の
食
事
に
何
を
食
べ

た
い
で
す
か
。」こ
ん
な
質
問
を
さ
れ

た
ら
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
食
べ
物

を
答
え
ま
す
か
。
私
は
母
の
作
っ
て

く
れ
た
南
瓜
の
煮
物
と
オ
ム
ラ
イ
ス

と
答
え
ま
す
。

　

加
齢
や
病
気
の
た
め
に
、
食
事
量

が
減
少
し
、
施
設
で
提
供
す
る
食
事

が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
方
が
い
ま
す
。

そ
の
ま
ま
食
事
が
で
き
ず
、
看
取
ら

れ
る
方
も
い
ま
す
が
、
そ
の
時
に
ご

本
人
の
好
き
だ
っ
た
物
や
食
べ
た
い

物
を
、体
調
の
良
い
時
に
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
体
調
が
回
復
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食
事
は
口
か

ら
食
べ
物
を
胃
に
入
れ
る
だ
け
で
な

く
、
味
や
に
お
い
、
触
感
を
味
わ
い
、

一
緒
に
食
べ
る
人
と
会
話
を
し
な
が

ら
い
た
だ
く
こ
と
で
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

先
日
、
私
の
祖
母
が
一
〇
一
歳
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
二
ヶ
月
程

前
か
ら
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
状
態
で

し
た
が
、
亡
く
な
る
前
日
の
夕
方
に

母
が
会
い
に
行
く
と
「
お
煎
餅
が
食

べ
た
い
。」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
体

を
少
し
起
こ
し
て
、
お
煎
餅
を
手
に

持
ち
、ほ
お
ば
る
と
「
あ
ー
、し
ょ
っ

ぱ
く
て
美
味
し
か
っ
た
。」
と
喜
び

ま
し
た
。
自
分
の
歯
は
な
く
総
入
れ

歯
で
し
た
が
、
最
期
に
お
煎
餅
を

し
っ
か
り
と
噛
ん
で
味
わ
え
て
、
幸

せ
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

人
生
の
最
後
に
、
食
べ
た
こ
と
の

な
い
高
級
な
物
を
食
べ
た
い
と
言
う

人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ミ
キ

サ
ー
に
か
け
た
り
、ペ
ー
ス
ト
に
な
っ

た
食
事
を
食
べ
た
い
と
言
う
人
も

き
っ
と
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

味
覚
や
嗅
覚
は
加
齢
と
共
に
変
化

し
て
い
き
ま
す
が
、
美
味
し
い
と
感

じ
た
記
憶
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
好
き

だ
っ
た
食
べ
物
、
思
い
出
の
味
を
最

期
の
時
ま
で
味
わ
い
楽
し
む
。
そ
の

た
め
に
も
今
、
現
在
の
食
事
を
よ
く

噛
ん
で
味
わ
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
大

切
な
こ
と
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

青 葉 雨
　５月は斉藤様、池谷様、カラクリ
ＢＯＸ＆正次郎様、動物ふれあい訪
問の皆様。６月は家族会の皆様、わ
んぱく振興会の皆様。いつも大勢の
皆様に助けられています。ありがと
うございます。
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１　本部
御前崎厚生会理事会６回開催　評議員会６回開催
　27年度は例年通りの役員会開催でした。御前崎厚生会は５月５日が区切りの日であり、28
年３月６日に理事長の互選がありました。柏原秀紀理事長が再選され、更にあと２年の任期
を務めることになりました。
苦情について
　合計４件の苦情がありました。前号のみさきに掲載しました。
研修について
　外部研修　56の研修に延べ91人が参加しました。
　内部研修　19の研修会を行い、延べ286人が参加しました。
　他に、施設見学を３回受けています。また、他の施設の研修会で介護力向上の取り組みの
話をさせていただく機会がありました。
事故について
　保険請求をした大きな事故は４件ありました。そのうち１件は食事中の誤嚥の事故で、大
変残念なことに、利用者さんが一人亡くなられました。事故の検証や、検討会、今後の対策
についての話し合いなど、同じ事故を２度と起こさないための研修を重ねました。
おむつゼロ達成報告会パート４
　平成27年11月14日（土）に報告会を開きました。
　午前中は、灯光園カフェ・リハビリマシン体験・認知症チェック・ユニット見学・パネル
展示・ビデオ上映などを行いました。
　午後は報告会を行い、水「生き生きと暮らす」・食事「食べるをつくる」・排泄「すっきり
快便」・運動「歩いて元気になろう」の４つを報告しました。
　地域の皆さんや施設関係者・利用者家族など67人の参加がありました。

２　特別養護老人ホーム灯光園
利用者の状況
　平均介護度　３．７　　　平均年齢　８７．９歳　　最高齢１０３歳
　介護力向上講習会の取り組みを始めてから９年がたちます。おむつはずし、トイレでの自
然排便、常食、歩行などに取り組んできました。利用者の皆さんはどんどん元気になってい
ます。しかし、27年度は22人の利用者、延べ534日の入院がありました。前年よりだいぶ増
えています。
　

平成27年度　社会福祉法人御前崎厚生会　事業報告
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優先入所検討委員会について
　４月　７月　１０月　１１月　１月　３月開催　３月末待機者…１１２人
　平成27年度は18人の方の入所がありました。通常は年に４回会議を開きますが、27年度は
６回開きました。11月の会議は、平成27年７月に要介護５で入所された利用者さんが11月か
ら要介護１になり、基本的には施設利用ができなくなりました。会議を開き、在宅に戻った
場合はどうなるかなどの想定し、難しいであろうとの結論で、特例入所としました。３月の
会議は１月に作成した名簿の待機者が２名になってしまったため、４月では間に合わない恐
れがあるため、開催しました。名簿の待機が少なくなったのは、順番が来ても見送る方が多
くいたためです。
　この委員会は法人の第三者委員の松井秀浩さん、丸山雅代さんが参加してくださいます。

３　灯光園デイサービスセンター
　通所介護利用実績　延べ利用人数　…　９，６８９人
　介護予防利用実績　延べ利用人数　…　　 ３６１人
　障害者通所介護　　延べ利用人数　…　　 １１０人
　昨年よりも述べ利用で450人も利用が増えています。皆さんマシンのトレーニング・趣味
活動に熱心に取り組んでいます。マシンの指導のほか、趣味活動の支援等、たくさんの方が
ボランティアに来てくださいました。ありがとうございます。

４　灯光園短期入所生活介護事業所
　延べ利用人数　…　４，３５０人　　稼働率　…　８９．０％　１日平均１１．８９人
　昨年に比べると250人ほど少ない利用でした。来ていただく方々には満足いただけるよう
に取り組みをしていますが、新規の利用者が増えませんでした。

５　灯光園居宅介護支援事業所
　請求件数　　介護給付　…　１，２２７人　　予防給付　…　１０７件
　地域で介護保険サービスを使う皆さんの、介護サービス計画の作成やサービスの調整をし
ています。ケアマネージャー３人で在宅のお年寄りの支援をしています。介護給付の数を増
やすことができました。予防給付については昨年より件数が減りました。

６　障害者短期入所生活介護事業所
　利用人数　…　３４人　　利用延べ人数　…　１８６人
　介護保険の短期入所の空きベッドを利用して行っています。昨年より多くの方にご利用い
ただきました。

７　灯光園在宅介護支援センター
　訪問件数　…　９件
　御前崎市包括支援センターと連絡を取りながら、在宅の高齢者の支援をしています。27年
度は「灯光園に遊びに行こう会」を２回開催し、在宅の方の日中支援をしました。
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平成27年度社会福祉法人御前崎厚生会　決算報告

ここに、平成27年度財産目録、貸借対照表、資金収支計算書、事業活動計算書を公表します。

平成28年３月31日現在 財 産 目 録 （単位　円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
預 金 ･ 現 金 238,909,634 流 動 負 債 52,730,012
未 収 金 ･ 前 払 金 82,656,010 固 定 負 債 224,777,141
基 本 財 産 784,515,627
そ の 他 の 固 定 資 産 405,011,605
資 産 合 計 1,511,092,876 負 債 合 計 277,507,153

差 引 純 資 産 1,233,585,723

平成28年３月31日現在 貸 借 対 照 表 （単位　円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
流 動 資 産 計 321,565,644 流 動 負 債 52,730,012
現 金 預 金 238,909,634 事業未払金・未払費用 9,422,554
事業未収金・未収補助金 80,415,648 1年以内返済予定設備資金借入金 24,390,000
立 替 金 705,556 職 員 預 り 金 958,108
前 払 費 用 1,534,806 仮 受 金 0

固 定 資 産 計 1,189,527,232 賞 与 引 当 金 17,959,350
基 本 財 産 784,515,627
建 物 774,356,827 固 定 負 債 224,777,141
土 地 5,158,800 設 備 資 金 借 入 金 220,400,000
定 期 預 金 5,000,000 退 職 給 付 引 当 金 4,377,141

そ の 他 の 固 定 資 産 405,011,605 負 債 の 部 合 計 277,507,153
建 物 19,151,275
建 物 付 属 設 備 199,378,630
機 械 及 び 装 置 97,670,402
構 築 物 26,755,661 純　資　産　の　部
車 両 運 搬 具 4,232,251 基 本 金 88,240,515
器 具 及 び 備 品 7,740,225 国庫補助金等特別積立金 612,444,755
土 地 45,675,000 次期繰越活動収支差額 532,900,453
退職給付引当資産 4,377,141 純 資 産 の 部 合 計 1,233,585,723
その他の固定資産 31,020

資 産 の 部 合 計 1,511,092,876 負債及び純資産の部合計 1,511,092,876
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平成27年４月１日～平成28年３月31日　　資　金　収　支　計　算　書	 （単位　円）

収　入　の　部 支　出　の　部
介 護 保 険 事 業 収 入 482,118,532 人 件 費 334,901,573
障害福祉サービス等事業収入 2,861,980 事 務 費 47,912,723
借入金利息補助金収入 612,127 事 業 費 67,056,633
経 常 経 費 寄 附 金 収 入 20,000 利 用 者 負 担 軽 減 額 1,027,940
受 取 利 息 配 当 金 収 入 127,487 支 払 利 息 支 出 5,830,317
そ の 他 収 入 4,211,480 そ の 他 支 出 3,582,084
施設整備等補助金収入 3,110,370 設備資金借入金元金償還支出 24,390,000
固 定 資 産 売 却 収 入 0 固 定 資 産 取 得 支 出 1,904,132
積 立 資 産 取 崩 収 入 169,588 積 立 資 産 支 出 317,400
合　　　　　　　計 493,231,564 合　　　　　　計 486,922,802

収 支 差 額 6,308,762
前 期 末 支 払 資 金 残 高 304,876,220
当 期 末 支 払 資 金 残 高 311,184,982

平成27年４月１日～平成28年３月31日　　事　業　活　動　計　算　書	 （単位　円）

収　入　の　部 支　出　の　部
介 護 保 険 事 業 収 益 482,118,532 人 件 費 333,030,214
障害福祉サービス等事業収益 2,861,980 事 務 費 47,912,723
経 常 経 費 寄 附 金 収 益 20,000 事 業 費 67,056,633
借入金利息補助金収益 612,127 利 用 者 負 担 軽 減 額 1,027,940
受 取 利 息 配 当 金 収 益 127,487 減 価 償 却 費 64,658,207
その他サービス活動外収益 4,211,480 国庫補助金等特別積立金取崩額 －36,173,713
施設整備等補助金収益 3,110,370 支 払 利 息 5,830,317
固 定 資 産 受 贈 額 0 その他のサービス活動外費用 3,582,084
固 定 資 産 売 却 益 0 固定資産売却損・処分損 21,411

国庫補助金等特別積立金積立額 6,110,370
そ の 他 の 特 別 損 失 0

合　　　　　　　計 493,061,976 合　　　　　　計 493,056,186
当 期 活 動 増 減 差 額 5,790
前期繰越活動増減差額 532,894,663
当期末繰越活動増減差額 532,900,453
基 本 金 取 崩 額 0
次期繰越活動増減差額 532,900,453
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灯
光
園

（
五
月
）

○
山
崎　

麻
妃
様
（
書
道
ク
ラ
ブ
）

	

二
回

○
静
岡
県
動
物
保
護
教
会　

小
笠
支
部

　
　
（
動
物
ふ
れ
あ
い
訪
問
）	

一
回

○
家
族
会
（
草
取
り
）	

一
回

（
六
月
）

○
乙
坂　

昇
平
様

　
　
（
家
族
会
喫
茶
店
フ
ル
ー
ト
演
奏
）	

一
回

○
大
澤　

晶
子
様

　
　
（
家
族
会
喫
茶
店
歌
唱
者
）	

一
回

○
小
野
田　

薫
様

　
　
（
家
族
会
三
味
線
ギ
タ
ー
演
奏
）	

一
回

○
山
崎　

麻
妃
様
（
書
道
ク
ラ
ブ
）

	

二
回

○
新
城　

大
海
様

　
　
（
活
動
の
手
伝
い
）	

二
回

○
曽
根
紀
久
雄
様

　
　
（
芋
の
つ
る
植
え
）	

二
回

○
加
藤　

芳
子
様

　
　
（
芋
の
つ
る
植
え
）	

二
回

○
斉
藤
さ
と
子
様

　
　
（
芋
の
つ
る
植
え
）	

二
回

○
カ
ラ
ク
リ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
＆
正
次
郎
様

　
　
（
マ
ジ
ッ
ク
＆
音
楽
）	

一
回

灯
光
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
五
月
）

○
川
口　

節
子
様
（
絵
手
紙
）	

二
回

○
清
水
ソ
ノ
子
様
（
カ
ラ
オ
ケ
支
援
）

	

二
十
五
回

○
横
山　
　

守
様

　
　
（
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
補
助
）	

四
回

○
鈴
木　

喜
夫
様
（
俳
句
の
会
）	

一
回

○
松
下　
　

肇
様
（
の
こ
ぎ
り
演
奏
）

	

一
回

（
六
月
）

○
川
口　

節
子
様
（
絵
手
紙
）	

二
回

○
清
水
ソ
ノ
子
様
（
カ
ラ
オ
ケ
支
援
）

	

二
十
一
回

○
横
山　
　

守
様

　
　
（
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
補
助
）	

四
回

〇
鈴
木　

喜
夫
様
（
俳
句
の
会
）	

一
回

〇
日
赤
奉
仕
団
御
前
崎
十
八
名
様

　
　
（
草
取
り
）	

一
回

〇
御
前
崎
ド
リ
ー
ム
メ
イ
ト
様

　
　
（
ダ
ン
ス
）	

一
回

	

六
月
三
十
日
現
在

　

マ
ー
マ
レ
ー
ド
か
ら
始
ま
り
、

グ
ミ
の
ジ
ャ
ム
、
今
は
赤
し
そ
の

ジ
ュ
ー
ス
真
っ
盛
り
、
保
存
食
作

り
で
季
節
を
感
じ
て
い
ま
す
。

�

（
Ｎ
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

『
俳
句
作
り
か
ら
得
る
も
の
』

俳
句
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
鈴
木
　
喜
夫

　

誰
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
抱
い
て

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
の
思

い
を
俳
句
を
作
る
こ
と
を
通
し
て
、

さ
ら
に
鮮
明
に
し
て
、
も
っ
と
広
く

心
を
開
い
て
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い

く
励
み
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
」
娘
が
買
い
物
袋

�

下
げ
て
き
た
（
Ｓ
さ
ん
）

　

母
と
娘
の
心
の
つ
な
が
り
が
胸
に

迫
り
ま
す
。
心
の
中
で
娘
へ
「
あ
り

が
と
う
」
を
連
発
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

夫
植
え
た
椿　

大
き
な
花

�

咲
か
せ
て
（
Ｍ
さ
ん
）

　

椿
の
花
を
見
る
こ
と
は
、
ご
夫
君

の
対
話
の
象
徴
で
し
ょ
う
。「
来
年

も
」
と
い
う
願
い
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

花
作
れ
な
い
私
が
作
る

�

花
は
心
に
（
Ｔ
さ
ん
）

　

胸
の
奥
に
自
分
で
は
気
付
か
な

か
っ
た
思
い
が
、
俳
句
を
作
る
時
に

自
然
に
出
て
き
て
、
前
向
き
に
生
き

て
い
く
姿
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

被
災
地
に
雪
降
る
こ
ん
な
こ
と

�

あ
っ
て
い
い
か
（
Ｍ
さ
ん
）

　

自
分
自
身
の
不
自
由
な
体
の
こ
と

は
横
に
置
い
て
、
胸
の
内
の
正
直
さ

に
感
動
し
ま
す
。

災
害
地
へ
た
だ
頑
張
れ
と

�

い
う
言
葉
（
Ｈ
さ
ん
）

　

何
も
で
き
な
い
自
分
だ
が
、
心
で

励
ま
し
、
祈
っ
て
い
く
作
者
の
心
が

尊
い
で
す
。

盆
月
に
な
る
母
の
笑
顔
を
探
す

	

（
Ｈ
さ
ん
）

麦
笛
を
鳴
ら
し
た
幼
い
日
に
帰
る

	

（
Ｔ
さ
ん
）

空
襲
で
逃
げ
て
き
た
故
郷
に
母
は

�

い
な
か
っ
た
（
Ｏ
さ
ん
）

好
き
な
人
好
き
と

�

言
え
な
か
っ
た
昔
（
Ｆ
さ
ん
）

長
く
使
っ
た
な
私
の
手

�

動
き
ま
せ
ん
（
Ｎ
さ
ん
）

　

思
い
出
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
れ
、

今
の
自
分
へ
つ
な
が
り
、
生
き
て
い

く
支
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。

編
集
後
記
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